
札幌市認知症ケアスーパーバイズ事業（札幌市）

取り組みの発展と成果
介護保険施設等が抱えている認知症の個別ケアに係る課題（入居している認知症の利用者のBPSD
への対応やアセスメントの視点など）について、認知症介護指導者が直接、依頼があった事業所を訪
問し、職員へ助言を行う。

【活動の概要】認知症ケアに係る課題を抱える介護保険施設等が、認知症介護指導者等
の援助者から、個別具体的な助言（スーパーバイズ）をもらいケアに活かすことで、介護保
険施設等職員のケアの質の向上及び利用者の生活の質の向上を目指す事業であり、札
幌市介護保険課と指導者との協働により、平成25年から開始。

介護保険施設
①派遣依頼

⑥助言を受ける
⑩アンケートを送付

札幌市介護保険課
②派遣者の調整

③決定通知書の作成・送付
⑨費用支払

認知症介護指導者
④施設等へ連絡し訪問日決定
⑤訪問日を介護保険課へ連絡

⑥訪問し助言を行う

⑧助言内容及び結果について報
告書の作成と送付

①⑩ ③

③⑨

⑤⑧

⑥

結果、助言後の状
況について情報共

有

・同一利用者（事例）についての相
談利用は概ね2回まで。
・1回の派遣につき、2時間半程度
を想定。
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２-３ 地域の施設・事業所の認知症対応力向上に向けた取り組み


